
第
六
条
の
八
第
一
項
中
「
法
第
十
三
条
第
二
項
第
一
号
並
び
に
」
を
削
り
、「
第
二
十
八
条
第
一
号
」
の
下
に

「
、
第
三
十
八
条
第
二
項
第
一
号
」
を
加
え
、「
地
方
厚
生
局
長
等
」
を
「
都
道
府
県
知
事
」
に
改
め
、
同
条
第
二

項
及
び
第
三
項
中
「
地
方
厚
生
局
長
等
」
を
「
都
道
府
県
知
事
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
の
表
令
第
五
条
第
三
項
及

び
第
四
項
の
項
、
令
第
五
条
第
五
項
の
項
及
び
令
第
五
条
第
七
項
の
項
下
欄
中
「
地
方
厚
生
局
長
等
」
を
「
当
該
学

校
又
は
施
設
の
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事
」
に
改
め
る
。

第
五
十
条
の
二
中
「
地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
」
及
び「（
以
下
「
指
定
都
市
」と
い
う
。）」

「
第
十
条
第
一
項

都
道
府
県
知
事

指
定
都
市
の
市
長
及
び

児
童
相
談
所
設
置
市
の

市
長

第
十
一
条

第
十
五
条

第
十
六
条

第
十
八
条
の
二
十
七

第
十
八
条
の
二
十
八

第
十
八
条
の
二
十
九

第
十
八
条
の
三
十

第
十
八
条
の
三
十
二
第
四
項

第
十
八
条
の
三
十
五

第
十
八
条
の
四
十

第
十
八
条
の
四
十
七

」
を

を
削
り
、
同
条
の
表
中

「
第
十
条
第
一
項

都
道
府
県
知
事

指
定
都
市
の
市
長
及
び

児
童
相
談
所
設
置
市
の

市
長

第
十
一
条

第
十
五
条

第
十
六
条

第
十
八
条
の
二
十
七

第
十
八
条
の
二
十
八

第
十
八
条
の
二
十
九

第
十
八
条
の
三
十

第
十
八
条
の
三
十
二
第
四
項

第
十
八
条
の
三
十
五

第
十
八
条
の
三
十
八
第
一
項

区
分

区
分
（
地
方
自
治
法
施

行
令
第
百
七
十
四
条
の

二
十
六
第
七
項
及
び
児

童
福
祉
法
施
行
令
（
以

下
「
令
」
と
い
う
。）第

四
十
五
条
の
三
第
八
項

の
規
定
に
よ
り
読
み
替

え
て
適
用
す
る
場
合
を

含
む
。
以
下
こ
の
条
に

お
い
て
同
じ
。）

又
は
指
定
都
市
（
地
方

自
治
法
（
昭
和
二
十
二

年
法
律
第
六
十
七
号
）

第
二
百
五
十
二
条
の
十

九
第
一
項
の
指
定
都
市

を
い
う
。
以
下
同
じ
。）

の
市
長

、
指
定
都
市
の
市
長
又

は
児
童
相
談
所
設
置
市

の
市
長

「
第
二
十
五
条
の
二
十

第
二
十
五
条
の
二
十

第
二
十
五
条
の
二
十

に
、
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五

学
校
そ
の
他
の
施
設
の
長
の
氏
名
及
び
履
歴

六

教
員
の
氏
名
、
履
歴
、
担
当
科
目
及
び
専
任
兼
任
の
別

七

建
物
そ
の
他
設
備
の
規
模
及
び
構
造
並
び
に
そ
の
図
面

八

実
習
に
利
用
す
る
施
設
の
名
称
及
び
利
用
の
概
要

九

当
該
年
度
経
費
収
支
予
算
の
細
目

十

設
置
者
が
国
又
は
地
方
公
共
団
体
以
外
の
と
き
は
、
設
置
者
の
資
産
状
況

講
習
会
の
実
施
者
に
係
る
令
第
三
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お

り
と
す
る
。

一

講
習
科
目
及
び
時
間
数

二

講
師
の
氏
名
、
職
業
並
び
に
担
当
す
る
講
習
科
目
及
び
時
間
数

三

実
習
を
行
う
施
設
の
名
称
、
所
在
地
及
び
設
置
者
の
氏
名
、
実
習
人
員
並
び
に
実
習
期
間

四

講
習
会
場
の
名
称
及
び
所
在
地

五

講
習
開
催
期
日
及
び
日
程

六

受
講
予
定
人
員

七

講
習
会
の
実
施
の
全
部
又
は
一
部
を
委
託
す
る
場
合
に
は
、
受
託
者
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に
あ
っ
て
は

名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
）

令
第
三
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
及
び

第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
（
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
修
業
教
科
目
及
び
そ
の
単
位
数
に
関
す
る
事
項
に
限

る
。）と
す
る
。

令
第
三
条
の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ

る
事
項
、
同
項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
（
入
所
資
格
、
修
業
年
限
、
前
項
の
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
修
業
教
科

目
以
外
の
修
業
教
科
目
及
び
そ
の
単
位
数
に
関
す
る
事
項
に
限
る
。）並
び
に
同
項
第
七
号
に
掲
げ
る
事
項
（
学
校

に
係
る
事
項
を
除
く
。）と
す
る
。

第
五
条
の
二
の
四

令
第
三
条
の
二
第
五
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

前
学
年
度
卒
業
者
数

二

前
年
度
に
お
け
る
経
営
の
状
況
及
び
収
支
決
算
の
細
目

三

前
学
年
度
教
授
科
目
別
時
間
数
及
び
実
習
の
実
施
状
況

四

学
生
の
現
在
数

第
五
条
の
二
の
五

令
第
三
条
の
二
第
六
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

講
習
受
講
人
員

二

講
習
実
施
状
況
の
概
要

第
五
条
の
二
の
六

令
第
三
条
の
二
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
職
員
が
携
帯
す
べ
き
証
明
書
は
、
第
十
六
号
様
式

に
よ
る
も
の
と
す
る
。

第
五
条
の
二
の
七

令
第
三
条
の
二
第
十
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す

る
。

一

そ
の
指
定
児
童
福
祉
司
養
成
施
設
等
を
や
め
よ
う
と
す
る
理
由

二

入
所
し
て
い
る
学
生
の
処
置

三

そ
の
指
定
児
童
福
祉
司
養
成
施
設
等
を
や
め
よ
う
と
す
る
年
月
日

第
十
五
条
中「（
国
を
除
く
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
削
る
。

第
十
八
条
の
三
十
八
第
一
項
中
「
又
は
都
道
府
県
知
事
」
を
「
、
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
都
市
（
地
方
自
治
法

（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
市

長
」
に
改
め
る
。

第
二
十
五
条
の
二
十
三
の
二
第
一
項
中
「
又
は
都
道
府
県
知
事
」
を「
、
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
都
市
の
市
長
」

に
改
め
る
。

第
三
十
九
条
の
二
第
二
項
中「（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）」を
削
る
。

第
四
十
九
条
の
八
第
一
項
中
「
第
六
号
か
ら
第
九
号
ま
で
及
び
第
十
号
」
を
「
第
五
号
か
ら
第
八
号
ま
で
及
び
第

九
号
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

削
除

第
四
十
九
条
の
八
第
一
項
第
四
号
中
「
第
二
十
一
条
の
三
」
を
「
第
二
十
一
条
の
三
第
三
項
」
に
改
め
、
同
項
中

第
五
号
を
削
り
、
第
六
号
を
第
五
号
と
し
、
第
七
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。
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